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S2補VI-2-5-7-1-2 RO 

表3-4 使用材料の許容応力評価条件（設計基準対象施設）

温度条件 Sy Su Sy (RT) 
評価部材 材料

(MPa) (MPa) (MPa) （℃） 

基礎ボルト 周囲環境温度 口 753 894 

ポンプ取付ボルト 最高使用温度 85 701 847 

原動機取付ボルト 周囲環境温度 口 229 391 

CT) 

表3-5 使用材料の許容応力評価条件（重大事故等対処設備）

温度条件 Sy Su Sy (RT) 
評価部材 材料

(MPa) (MPa) (MPa) （℃） 

基礎ボルト 周囲環境温度 口 685 847 

ポンプ取付ボルト 最高使用温度 85 701 847 

原動機取付ボルト 周囲環境温度 口 212 373 
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S2補VI-2-5-7-1-2 RO 

【原子炉補機冷却水ポ ン プの耐 震性についての計 算結果】
1. 設計基準対象施設

1. 1 設計条件

機器名称 I 耐震重要度分類 I 据付場所及び床面高さ 固有周期(s)

(m) 水平方向 鉛直方向

弾性設計用地震動 Sd又は静的震度
水平方向 鉛直方向

基準地震動s s 」 ポンプ振動 1
最高使用温度1周囲環境温度

水平方向 鉛直方向 による震度 （℃） （℃） 

原子炉補機冷却水
ポ ン プ

1. 2 機器要目

部材

基礎ボルト
(i = 1) 

ポンプ取付ボルト
(i =2) 

原動機取付ボルト
(i = 3) 

部材

基礎ボルト
(i = 1) 

ポンプ取付ボルト
(i = 2) 

原動機取付ボルト

mi 

(kg) 

s y i 

(MPa) 

753 *2 

s 

（径�60mm)
701 *3 

（径�60mm)
229*2 

hi 

(mm) 

(i =3) (16mmく径�40mm)

Hp 
(µm) 

N 
(rpm) 

I
原子炉建物
EL 15. 3*1 

—*2 
設計震度

ー*2 Ctt = l. 56*3 

設計震度 設計震度 設計震度

Cv = O. 75*3 Ctt = 3.17*4 Cv-1.50*41 Cp = 0.11

注記*1 : 基準床レベルを示す。
*2: 固有周期は十分に小さく，計算は省略する。
*3: 設計用震度I (弾性設計用地震動S d)又は静的震度のいずれか大きい方，若しくはこれを上回る設計震度
*4: 設計用震度I (基準地震動s s )又はこれを上回る設計震度

f 1 i *1 
(mm) 

Sui 

(MPa) 

894 *2 
（径:S::60mm)

847*3 
（径:S::60mm)

391 *2 

/!, 2 i *1 
(mm) 

di Ab i 

(mm) (mmり

Fi F1 ＊ 

(MPa) (MPa) 

626 626 

592 592 

229 274 

ni il f I • *1 

4 
8 

2 
2 

4 
2 
2 

4 
2 

転倒方向
Mp 

弾性設計用地震動 基準地震動 (N·mm) 
S d又は静的震度 s s 

軸直角 軸直角

軸直角 軸直角 1. 910 X 106 

軸直角 軸直角 1. 910 X 106 

注記*1 : 各ボルトの機器要目における上段は軸直角方向転倒に対する評価時の要目を示し，
下段は軸方向転倒に対する評価時の要目を示す。

*2: 周囲環境温度で算出
*3: 最高使用温度で算出

85 口
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S2補VI-2-5-7-1-2 RO 

2. 3 計算数値

2. 3. 1 ボルトに作用するカ （単位：N) 

F bi Qb i 

部材 弾性設計用地震動 基準地震動 弾性設計用地震動 基準地震動
S d又は静的震度 s s Sd又は静的震度 s s 

基礎ボルト

(i = 1) 

ポンプ取付ボルト

(i =2) 

原動機取付ボルト
(i =3) 

2.4 結論

2.4. 1 ボルトの応力 （単位：MPa) 

部材 材料 応力
弾性設計用地震動Sd又は静的震度 基準地震動s

算出応力 許容応力 算出応力 許容応力

基礎ボルト 引張り CY b 1 = 48 ft s 1 = 444 * 

(i = 1) せん断 てbl = 27 f s b 1 = 342 

ポンプ取付ボルト 引張り (J b2 = 25 ft s 2 = 444 * 

(i =2) せん断 てb2 = 21 f s b 2 = 342 

原動機取付ボルト 引張り CY b3 = 23 ft s 3 = 190* 

(i =3) せん断 てb3 =21 f s b 3 = 146 

すべて許容応力以下である。 注記* : ft s i =Min [l. 4·ft o i -1. 6 ・ てbi, ftoi] 

2. 4. 2 動的機能維持の評価結果 (X9. Sm/sり

機能維持評価用加速度 ＊ 機能確認済加速度

水平方向 0.92 1. 4 

ポンプ

鉛直方向 0.97 1.0 

水平方向 0.92 4. 7 

原動機

鉛直方向 0.97 1.0 

注記＊：設計用震度I (基準地震動s s)により定まる加速度又はこれを上回る加速度とする。

機能維持評価用加速度はすべて機能確認済加速度以下である。






